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メ
イントピック

ス

main
topics

「
静
岡
い
ち
ご
」
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
輸
出
産
地
に
認
定

〜
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
〜

　

ま
た
、
授
与
式
で
は
認
定
産
地
ご
と
に

産
地
の
課
題
や
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

同
制
度
は
、
海
外
の
規
制
や
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
継
続
的
に
輸
出
に
取
り
組
み
、

手
本
と
な
る
産
地
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

農
畜
産
物
の
一
層
の
輸
出
拡
大
を
図
る
た

め
、輸
出
産
地
の
取
組
を
見
え
る
化
し
、輸

出
産
地
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
が
狙
い

で
、
成
長
段
階
に
応
じ
た
支
援
も
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

輸
出
産
地
間
の
交
流
会
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
、
Ｇ
Ｆ
Ｐ
（
農
林
水

件
、
畜
産
物
が
10
件
、
茶
が
6
件
の
内
訳

で
、
い
ち
ご
は
本
県
を
含
め
4
件
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
（
熊
本
２
件
、
長
崎
１
件
）。

　

８
月
８
日
に
は
さ
い
た
ま
市
の
関
東
農

政
局
で
認
定
証
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
、

関
東
農
政
局
長
か
ら
認
定
証
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
１
）。

の
品
目
で
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
初
め
て

の
認
定
と
な
っ
た
今
回
は
、
応
募
の
あ
っ

た
全
国
の
農
業
法
人
や
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら
42

の
産
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
青
果
物
が
22

Ⅰ
　
は
じ
め
に

　

本
会
は
、
い
ち
ご
、
み
か
ん
、
野
菜
類
、

茶
な
ど
の
県
産
農
畜
産
物
の
輸
出
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
流
通
開
発
課
が
中

心
と
な
り
、
各
部
署
間
で
連
携
し
。
県
産

農
産
物
の
輸
出
拡
大
と
輸
出
先
国
の
規
制

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
対
応
し
た
産
地
・

農
産
物
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
輸
出
品
目
の
中
で
も
い
ち
ご
は

特
に
人
気
が
高
く
、
香
港
、
米
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
ア
ジ
ア
・

北
米
諸
国
を
中
心
に
輸
出
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、「
静

岡
い
ち
ご
」
の
輸
出
拡
大
の
取
組
に
つ
い

て
、
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ
　「
静
岡
い
ち
ご
」
の

　
　
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
輸
出

　
　
産
地
認
定
に
つ
い
て

　

本
会
は
６
月
26
日
、
農
林
水
産
省
が
今

年
度
新
た
に
新
設
し
た
制
度
で
、
農
畜
産

物
の
輸
出
を
け
ん
引
す
る
「
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
輸
出
産
地
」
と
し
て
、「
い
ち
ご
」

▲写真１ 認定証授与式のようす

フラッグシップ輸出産地とは
「フラッグシップ輸出産地」は農産物を輸出している産地のうち
 以下の条件をすべて満たす産地を指します。

この制度は、応募のあった各輸出産地を上記の選定基準に基づき評価し、農林水産大臣が認定するものです。

輸出先国・地域の規則やニーズに対応した輸出を行っていること

一定の量または金額の輸出実績があること

サプライチェーンを構築し、
継続的かつ安定的な輸出を行っていること

１

2

3

表１ JA静岡経済連輸出実績
金額（千円）

R5
55,837

27,884

22,193

7,384

5,540

72

25,450

34,140

30,930

14,940

4,360

260

219%

82%

72%

49%

127%

R4
前年比
R5/R4品　目

いちご

メロン

柑橘類

野菜・果実

仕上茶

その他（花卉・加工品等）
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main topics

な
ど
の
海
外
店
舗
で
は
、
ケ
ー
キ
用
の
い

ち
ご
と
し
て
供
給
し
て
お
り
、
業
務
用
需

要
も
増
加
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
、３
）。

　

今
年
３
月
に
本
会
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
明

治
屋
な
ど
で
実
施
し
た
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
研
修
で
は
、
若
手
職
員
に
よ
る
販
促

活
動
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
を
基
に
品
種
や
化
粧
箱
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
検
討
を
す
す
め
、
海
外
の
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
（
写
真

４
、５
）。

３
．検
疫
等
の
規
制
に
則
し
た
農
産
物
づ
く
り

流
通
開
発
課
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
、

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
な
ど

と
連
携
し
、
輸
出
先
国
の
規
制
に
則
し
た

産
地
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
産
の
い
ち
ご
で
は
、
Ｊ
Ａ
大
井
川
園

芸
協
議
会
苺
部
会
の
協
力
の
も
と
、
同
Ｊ

Ａ
管
内
で
天
敵
（
生
物
農
薬
）
を
利
用
し

て
ダ
ニ
の
発
生
を
抑
え
る
な
ど
の
Ｉ
Ｐ
Ｍ

(

総
合
的
病
害
虫
防
除
・
雑
草
管
理)

を
実

施
。
残
留
農
薬
の
基
準
が
厳
し
い
台
湾
へ

の
輸
出
が
県
内
で
初
め
て
実
現
し
ま
し
た

（
写
真
６
）。
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
計
４

回
、約
２
０
０
㌔
の
い
ち
ご
を
輸
出
し
、手

に
取
り
や
す
い
少
量
パ
ッ
ク
（
１
パ
ッ
ク

２
０
０
㌘
）
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
い
ち
ご
の
輸
送
で
は
、
着
荷
時

の
過
熟
や
傷
み
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
最
適
な
緩
衝
材
の
研
究
や
予
冷
、
輸

送
効
率
向
上
な
ど
の
対
策
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

Ⅳ
　
お
わ
り
に

　

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
今

年
度
「
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
輸
出
産
地
」
の

認
定
を
受
け
た
本
会
の
「
静
岡
い
ち
ご
」

輸
出
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
た
県
産
農
畜
産
物
の
輸

出
拡
大
と
農
産
物
づ
く
り
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
輸
出
事
業
の
取
組

を
通
じ
、
多
様
な
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
販
売
方
法
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
静
岡
い
ち
ご
」
の
輸
出
は
、近
年
増
加

傾
向
で
、
令
和
５
年
度
は
前
年
を
大
き
く

上
回
り
、
県
内
の
輸
出
品
目
で
は
ト
ッ
プ

の
輸
出
金
額
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

２
．
輸
出
先
国
で
の
販
売
に
つ
い
て

海
外
で
は
、
主
に
日
本
の
輸
出
業
者
や

現
地
の
卸
売
会
社
な
ど
を
通
じ
て
飲
食
店

や
小
売
店
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

高
島
屋
、
明
治
屋
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
日
系
企
業
で
の
取
り
扱
い

が
多
く
、
生
食
用
の
高
級
青
果
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
ン

ト
マ
ト
カ
フ
ェ
や
エ
ー
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー

産
物
・
食
品
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
を
通
じ
た
国
内
外
へ
の
情
報

発
信
、
各
種
補
助
事
業
で
の
優
遇
措
置
を

含
め
た
支
援
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

Ⅲ
　「
静
岡
い
ち
ご
」
輸
出
の
取
組

　

本
会
で
は
、
例
年
12
月
〜
５
月
に
か
け

て
「
紅
ほ
っ
ぺ
」、「
き
ら
ぴ
香
」
の
２
品

種
で
い
ち
ご
の
輸
出
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

１
．
輸
出
実
績
に
つ
い
て

▲写真４、５ シンガポールで店頭に並ぶ静岡いちごと販促活動のようす

▲写真２、３ 静岡いちごを使用したケーキを販売した香港のエーワンベーカリー

▲写真６ 台湾向けイチゴの出荷準備をするJA職員

・・
担
当
：
営
業
部
流
通
開
発
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
４-

２
８
４-

９
７
２
８
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topics & news

県
産
日
本
酒
の
産
地
名「
静
岡
」が
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
名
古
屋
国
税
局
は
６
月
18
日
、
静

岡
市
内
で
県
産
日
本
酒
の
認
知
度
向
上
を

目
的
と
し
た
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
鈴

木
康
友
県
知
事
を
は
じ
め
、
県
酒
造
組
合
、

流
通
事
業
者
な
ど
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
「
静
岡
酵
母
」
を
発
酵
に
用

い
る
こ
と
や
県
内
で
採
取
し
た
水
を
使
う

こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
24
酒
蔵
の
75
点
が

県
酒
造
組
合
の
Ｇ
Ｉ
認
定
酒
の
審
査
を
通

過
し
ま
し
た
。

静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協
会
ぶ
ど
う
部

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
７
月
16

日
、
鈴
木
康
友
県
知
事
に
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜

松
産
の
ピ
オ
ー
ネ
と
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

生
産
者
を
代
表
し
、
静
岡
市
葵
区
の
県

庁
を
訪
れ
た
同
部
会
の
波
多
野
善
弘
会
長

ら
は
「
近
年
は
夏
場
の
猛
暑
で
難
し
い
栽

培
環
境
が
続
い
て
い
る
が
、
生
産
者
の
頑

張
り
で
美
味
し
い
ブ
ド
ウ
が
で
き
た
、
静

岡
で
育
っ
た
ブ
ド
ウ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、
県
産
ブ
ド
ウ
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

試
食
し
た
鈴
木
知
事
は
「
香
り
も
良
く
、

と
て
も
美
味
し
い
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

県
産
日
本
酒
P
R
へ

G
I
静
岡
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
交
流
会
を
開
催

ピ
オ
ー
ネ
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
P
R

県
知
事
へ
県
産
ブ
ド
ウ
を
贈
呈

▲鏡開きをする鈴木知事（左から2人目）ら関係者

▲鈴木知事に作柄や生育状況を報告する波多野会長ら▲

▲交流会に参加した春風亭昇太さん（左）と本会藤野勉常務（右）

交
流
会
で
は
、
県
工
業
技
術
研
究
所
の

研
究
員
に
よ
る
講
演
や
落
語
家
の
春
風
亭

昇
太
さ
ん
ら
ゲ
ス
ト
に
よ
る
座
談
会
で
、

Ｇ
Ｉ
認
定
酒
の
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

に
つ
い
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

Ｇ
Ｉ
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
す
る
国

の
制
度
で
、
産
品
の
強
み
や
魅
力
が
見
え

る
化
さ
れ
、
付
加
価
値
の
向
上
や
需
要
者

の
信
頼
性
向
上
、
輸
出
促
進
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

本
会
は
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
酒

米
「
令
和
誉
富
士
」
の
普
及
と
計
画
生
産

を
通
じ
、
県
産
日
本
酒
の
消
費
拡
大
と
Ｇ

Ｉ
認
定
酒
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。
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topics & news

特
販
課
は
７
月
16
日
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー

ル
㈱
と
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
し
み
ず
産
の
枝
豆

（
駒
豆
）の
収
穫
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

企
画
は
、
店
舗
で
販
売
を
担
当
す
る
従

業
員
や
バ
イ
ヤ
ー
を
産
地
に
招
き
、
青
果

物
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で
の
流
れ

を
見
学
・
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
商

品
知
識
の
向
上
や
収
穫
し
た
青
果
物
を
売

る
楽
し
み
に
繋
げ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

収
穫
体
験
会
に
は
、
バ
イ
ヤ
ー
と
イ
オ

ン
清
水
店
、
富
士
宮
店
の
従
業
員
11
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
約
30
㌔
の
枝
豆
は
、
当
日

の
う
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
販
売
し
、

特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
認
定
農
場
の

会
と
、
食
通
の
静
岡
牛
葵
協
議
会
は
７
月

29
日
、
浜
松
市
食
肉
地
方
卸
売
市
場
で
、

第
35
回
「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」
と
第

24
回
「
食
通
の
静
岡
牛
葵
」
の
合
同
枝
肉

共
励
会
を
開
き
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら

が
出
席
し
ま
し
た
。

共
励
会
で
は
、
黒
毛
和
種
雌
の
「
静
岡

そ
だ
ち
」
15
点
、交
雑
種
の
「
葵
」
10
点
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
、「
静

岡
そ
だ
ち
」
で
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
の
峯
野

忍
さ
ん
、「
葵
」
で
Ｊ
Ａ
静
岡
市
の
勝
山

静
岡
県
内
イ
オ
ン
で
朝
採
れ
野
菜
を
販
売

従
業
員
が
収
穫
体
験
通
じ
消
費
者
へ
P
R

「
特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち
」「
食
通
の
静
岡
牛
葵
」

合
同
枝
肉
共
励
会
を
開
催

▲▼出品された枝肉の品質を確認する関係者

▲収穫のようす

▲店舗販売ではPOPで朝採れをPRした（富士宮店）▲出荷作業を体験する従業員

特
選
和
牛
静
岡
そ
だ
ち

最
優
秀
賞

峯
野　

忍
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）

優
秀
賞

　

水
野　

順
朗
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
）

　

野
島　

泰
雄
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

食
通
の
静
岡
牛
葵

最
優
秀
賞

　

勝
山
畜
産
㈱
（
Ｊ
Ａ
静
岡
市
）

優
秀
賞

　

大
塚　

一
司
（
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
）

　

勝
山
畜
産
㈱
（
Ｊ
Ａ
静
岡
市
）

Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
で
「
朝
採
れ
」
を
消
費
者
へ

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

同
課
は
、
取
組
を
通
じ
県
内
イ
オ
ン
と

の
販
売
連
携
強
化
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

畜
産
㈱
が
輝
き
ま
し
た
。

審
査
し
た
日
本
食
肉
格
付
協
会
浜
松
事

業
所
の
石
川
悠
未
所
長
は
「
生
産
者
が
入

念
な
肥
育
管
理
で
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
取
り

組
ま
れ
、
良
い
牛
が
揃
っ
た
。
最
優
秀
賞

の
枝
肉
は
ロ
ー
ス
に
厚
み
が
あ
り
、
脂
肪

交
雑
も
良
好
だ
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
・
カ

ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。
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営
農
指
導
の
D
X
化
へ

出
向
く
活
動
管
理
者
研
修
会
を
開
催

名
古
屋
事
務
所
は
７
月
23
日
、
京
都
市

の
京
都
青
果
合
同
㈱
で
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の

品
質
査
定
会
と
販
売
対
策
会
議
を
開
き
、

関
西
・
中
部
地
域
の
市
場
18
社
と
Ｊ
Ａ
全

農
な
が
の
、Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
、県
内
産

地
の
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央

の
担
当
者
ら
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
産

地
・
消
費
地
の
連
携
強
化
と
生
産
者
の
持

続
可
能
な
農
業
経
営
の
支
援
、
流
通
拡
大

が
目
的
。

査
定
会
で
は
、
全
国
16
産
地
の
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
の
品
質
や
病
害
虫
の
有
無
な
ど
を

確
認
。
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
厳
し
い

生
産
環
境
の
中
、
黄
変
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
不

足
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、
本
県
産
は
傷

み
が
少
な
く
高
い
品
質
評
価
を
得
ま
し
た
。

▲ザルビオについて説明を受ける参加者ら

浜
松
洋
菜
共
販
運
営
委
員
会
（
事
務

局
：
西
部
み
か
ん
園
芸
課
）
は
７
月
25
日
、

浜
松
市
内
で
「
浜
松
洋
菜
セ
ル
リ
ー
販
売

反
省
会
」
を
開
き
、
生
産
者
や
パ
ー
ト
ナ

ー
市
場
、
県
内
Ｊ
Ａ
な
ど
か
ら
28
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
産
地
か
ら
令
和
５
年
産
セ

ル
リ
ー
の
販
売
実
績
と
取
組
に
つ
い
て
、

卸
売
会
社
か
ら
は
販
売
経
過
を
報
告
し

ま
し
た
。
次
年
度
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

冬
場
の
価
格
底
上
げ
や
契
約
販
売
、
出
荷

計
画
、
品
質
強
化
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

浜
松
洋
菜
セ

ル
リ
ー
共
販
幹

事
会
の
内
山
英

樹
幹
事
長
は「
セ

ル
リ
ー
栽
培
の

継
続
が
厳
し
い

状
況
が
続
い
て

い
る
。次
年
度
に

向
け
、更
な
る
消

費
拡
大
と
価
格

の
底
上
げ
を
目

指
し
て
取
り
組

み
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

生
産
振
興
開
発
課
は
7
月
25
日
、
県
農

業
会
館
で「
出
向
く
活
動
管
理
者
研
修
会
」

を
開
き
、県
内
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
渉
外（
Ｔ

Ａ
Ｃ
）
管
理
者
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
担
当
者
が

Ａ
Ｉ
分
析
に
よ
る
最
新
の
栽
培
管
理
シ
ス

テ
ム
と
し
て
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ミ
ン
グ
社
の
「
ザ
ル
ビ
オ
フ
ィ
ー
ル
ド
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
紹
介
し
、
出
向
く
活
動

消
費
拡
大
と
農
家
所
得
向
上
を
目
指
し
て

浜
松
洋
菜
セ
ル
リ
ー
販
売

反
省
会
を
開
催

有
利
販
売
に
向
け
た
取
組

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
品
質
査
定
会・

販
売
対
策
会
議

で
の
推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
シ
ス
テ

ム
は
、
気
象
デ
ー
タ
や
過
去
の
栽
培
情
報
、

衛
星
画
像
な
ど
か
ら
Ａ
Ｉ
が
解
析
し
、
生

育
予
測
、
病
害
虫
防
除
、
雑
草
管
理
な
ど

の
農
作
業
の
計
画
や
効
率
化
、
収
量
の
増

加
な
ど
を
手
助
け
す
る
も
の
で
す
。

同
課
は
、「
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
持
た
な
い

生
産
者
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
が
で
き
る
よ

う
、
Ｊ
Ａ
主
体
で
現
場
の
営
農
指
導
Ｄ
Ｘ

化
を
す
す
め
、
生
産
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
」
と
話
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
や
県
内
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
県
内
産
地
で

同
シ
ス
テ
ム
の
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
普

及
提
案
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に
行
っ
た
「
静

岡
県
営
農
経
済
渉
外
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
連
絡
協

議
会
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
の

全
国
情
勢
や
活
動
強
化
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
共
有
し
ま
し
た
。
各
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か

ら
は
、
出
向
く
活
動
の
取
組
状
況
と
今
年

度
の
活
動
計
画
な
ど
を
報
告
し
、
業
務
の

課
題
や
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
肥
料
農
薬
課
に
よ
る
肥

料
の
情
勢
報
告
、
10
月
に
開
催
予
定
の
営

農
経
済
事
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
会
で
報
告

す
る
優
良
事
例
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
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暑
い
夏
に
水
出
し
冷
茶
を

J
A
静
岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン（
冷
茶
期
）を
実
施

品
質
向
上
に
よ
る
販
売
強
化
を

第
23
回
静
岡
県
な
し
果
実
品
評
会

県
落
葉
果
樹
振
興
協
会
（
事
務
局
・
柑

橘
果
樹
課
）
は
８
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊

豆
富
士
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
「
第
23
回

静
岡
県
な
し
果
実
品
評
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
県
内
３
Ｊ
Ａ
か
ら「
幸
水
」23
点
が
出

品
さ
れ
、
最
高
位
の
金
賞
に
は
Ｊ
Ａ
ふ
じ

伊
豆
の
飯
島
正
道
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
や
市
場
関
係
者
ら
審
査
員
８
人
が
、
形

状
や
玉
ぞ
ろ
い
、
色
沢
な
ど
の
外
観
、
肉

質
や
食
味
な
ど
の
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。

平
均
糖
度
は
13
・
３
度
、
最
高
糖
度
は

15
度
と
平
年
よ
り
高
い
傾
向
で
し
た
。

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）

茶
業
課
は
、
６
〜
８
月
に
か
け
て
夏
期

（
冷
茶
期
）の
Ｊ
Ａ
静
岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、「
揉
一
ひ
と
え
つ
ゆ
ひ

か
り
ブ
レ
ン
ド
」
を
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番

組
や
ウ
ェ
ブ
広
告
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組
「
た
だ
い
ま
テ
レ
ビ
」（
月

〜
金
曜
16
時
50
分
か
ら
テ
レ
ビ
静
岡
で
放

送
）
で
は
、
同
課
の
加
用
智
之
課
長
が
６

月
25
日
の
生
放
送
に
出
演
し
、
同
商
品
の

特
徴
や
美
味
し
い
飲
み
方
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
共
済
と
静
岡
第
一
テ
レ
ビ

が
主
催
す
る
「
シ
ズ
オ
カ
ン
キ
ッ
ズ
応
援

隊
」
イ
ベ
ン
ト
に
特
設
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

冷
茶
を
多
く
の
来
場
客
へ
振
る
舞
い
ま
し

た
。

▲「ただいまテレビ」収録のようす

▲「シズオカンキッズ」への出展

▲審査のようす

▲金賞を獲得した飯島さんの梨

▲静岡鉄道でのプロモーション▲

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

期
間
限
定
で
静
岡
鉄
道
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ト

レ
イ
ン
１
編
成
を
ポ
ス
タ
ー
で
埋
め
尽
く

し
ま
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
３
期
に
分
け
て
通

年
で
展
開
し
、
商
品
の
取
り
扱
い
拡
大
と

静
岡
茶
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

金
　
賞

静
岡
県
知
事
賞

静
岡
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
代
表
理
事

会
長
賞

　
　

飯
島　

正
道
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

銀
賞
1
席

静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
理
事
長
賞

　
　

瀧　

智
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）

銀
賞
2
席

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

　
　

平
岡　

勝
彦
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）

銅
　
賞

　
　

三
浦　

光
大
郎
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

　
　

髙
橋　

康
文
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

　
　

田
島　

一
寿
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

　
　

大
畑　

守
（
Ｊ
Ａ
大
井
川
）
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静岡県では、「きぬむすめ」「にこまる」の
採種ほを設けて、種子の確保を進めてい
ます。

各県が争うように、高温耐性と良食味を両立した
新品種を育成しており、品種の転換が進んでいま
す。

最近は、「にじのきらめき」の栽培面積が大きく伸びています。
（栽培面積は、米麦協会の推定）

４月から９月までの６か月間、気温は、かなり高めに推移しています。
特に、９月が異常に暑いことが分かります。

「きぬむすめ」の採種ほ場 他県の高温耐性品種の育成

令和５年稲作期間の気象表（気温）

高温耐性品種の栽培面積の推移
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きぬむすめ にこまる にじのきらめき

品
種
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
高
温
障
害
に
強
い
水
稲
品

種
」
の
導
入
に
つ
い
て

一
　
概
況

近
年
、
夏
の
高
温
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

特
に
、
令
和
５
年
の
夏
は
、
観
測
史

上
最
高
に
暑
い
夏
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
影
響
か
ら
、
水
稲
栽
培

に
お
い
て
、「
白
未
熟
粒
」
や
「
胴
割

れ
米
」
な
ど
の
高
温
障
害
が
日
本
海
側

の
米
産
地
を
中
心
に
大
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
そ

の
対
策
、
特
に
、
品
種
の
開
発
・
選
定

の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
窒
素
を
切
ら
す
と
白
未
熟
粒
が
増
加

す
る
の
で
、
地
力
増
強
と
適
切
な
施

肥
が
重
要
で
す
。

④
出
穂
期
を
遅
ら
せ
る
対
策

・
田
植
を
遅
ら
せ
た
り
、
晩
生
品
種
の

導
入
に
よ
り
、
高
温
期
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
　
高
温
障
害
に
強
い
水
稲
品
種

　

昨
年
の
災
害
級
の
高
温
の
影
響
を
受

け
、
全
国
的
に
高
温
障
害
に
強
い
品
種

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

①
県
内
で
は
、「
に
じ
の
き
ら
め
き
」

「
き
ぬ
む
す
め
」「
に
こ
ま
る
」
の
３
品

種
を
奨
励
品
種
に
指
定
し
て
推
進
を
図

っ
て
お
り
、
近
年
、
そ
の
栽
培
面
積
は
、

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

②
他
県
で
は
、
最
近
新
た
な
高
温
耐
性

二
　
気
温
上
昇
（
温
暖
化
）
の
影
響
と
そ
の
対
策

地
球
温
暖
化
の
水
稲
へ
の
影
響
は
、

す
で
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
顕
著

に
な
っ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
の
影
響
に
よ
り
、「
白
未
熟
粒
の

増
加
」「
胴
割
れ
米
の
増
加
」な
ど
の「
高

温
障
害
」
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
1
）「
白
未
熟
粒
」
や
「
胴
割
れ
米
」
の
増
加

・
水
稲
の
場
合
、
出
穂
後
20
日
間
の
日

平
均
気
温
が
26
℃
を
上
回
る
と
白
未

熟
粒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
胴
割
れ
米
は
、
出
穂
後
10
日
間
の
気

温
が
高
い
と
発
生
率
が
高
ま
り
ま
す
。

・
白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
米
の
発
生
は
、

窒
素
不
足
や
日
照
不
足
な
ど
の
条
件

が
重
な
る
と
よ
り
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

（
２
）
高
温
障
害
の
発
生
を
防
止
す
る
対
策

①
高
温
障
害
に
耐
性
の
あ
る
品
種
選
定

　

高
温
障
害
に
耐
性
の
あ
る
水
稲
品
種

を
選
定
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

②
適
切
な
水
管
理

・「
か
け
流
し
灌
漑
」
や
「
夜
間
通
水
」

な
ど
に
よ
り
、
高
温
に
な
る
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
や
早
期
落
水
を
行
わ

な
い
な
ど
の
水
管
理
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

③
堆
肥
の
施
用
な
ど
に
よ
る
地
力
の
向

上
と
適
切
な
施
肥

（
食
糧
部
営
農
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

古
川
信
好
）

三
　
今
後
の
方
向

　

静
岡
県
で
は
、
高
温
障
害
に
強
い
品

種
と
し
て
、「
に
じ
の
き
ら
め
き
」「
き

ぬ
む
す
め
」「
に
こ
ま
る
」
の
３
品
種

を
奨
励
品
種
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
、
よ
り
高
温
耐
性
の

強
い
品
種
の
育
成
を
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

品種名

にじのきらめき、にこまる、きぬむすめ

あいちのこころ

富富富

つや姫

新之助、こしいぶき

夢しずく

くまさんの輝き

育成機関

農研機構

愛 知 県

富 山 県

山 形 県

新 潟 県

佐 賀 県

熊 本 県
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観測地：磐田市

気
温（
℃
）
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作物・産地・営農・
技術・資材などの
情報をお届けします

作物・産地・営農・
技術・資材などの
情報をお届けします営農支援だより

提携協NEWS提携協NEWS
　「静岡県協同組合間提携推進協議会」（略称：提携協）では、1990年の発足以来、構成団体である
県域の協同組合（農協・漁協・生協）６団体間で事業提携に向けた検討や交流事業、環境保全活動な
どに取り組んでいます。この提携協NEWSでは本協議会の活動内容について報告します。

　６月17日、静岡県協同組合間提携推進協議会（提
携協）は、静岡市内で総会を開き、関係者24人が
出席しました。総会では、令和５年度活動報告と収
支決算、令和６年度の事業計画などを協議し承認を
得ました。
　総会後の記念行事では、日本協同組合連携機構の
伊藤常務理事・横溝部長が「2025年国際協同組合
年の取組み」について講演しました。

令和６年度静岡県協同組合間提携推進協議会総会を開催

　７月27日、藤枝市の瀬戸川で水生生物観察会を開催しまし
た。身近な河川に生息する生物の調査を通じて参加者に水質保
全や環境保全に対する意識を高めてもらうことが目的。
　当日は、静岡県内水面漁業協同組合連合会の花井孝之専務理
事の指導の下、構成団体職員の親子が瀬戸川（瀬戸谷びく石ふ
れあい公園域）に生息する水生生物を採取しました。子どもた
ちは指導員から採取方法を教わり、サワガニやヨシノボリなど
の水生生物を観察しました。河川の生態系の豊かさを実感し、
環境についても考えてもらう機会となりました。

令和６年度活動報告　水生生物観察会

　６月22日、富士宮市で富士山麓育林活動を行
いました。この活動は国際協同組合年の事業とし
て2012年に行った記念植樹の維持管理を目的と
して実施しているものです。

　当日は、富士森林組合の指導のもと、草刈り鎌を
使用して腰の丈以上に成長した雑草を刈り取り、苗
木や記念植樹地を囲っている防護ネットに巻き付い
ているつるを外す作業を行いました。
　今後も、この「富士山麓育林活動」を継続して実
施し、記念植樹地が立派な林になるよう苗木の成長
を見守っていきます。

令和６年度活動報告　富士山麓育林活動
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ＪＡしみずは8月5日、柑橘共選場テントハウス
建設工事の安全祈願祭を行いました。
神事は、石切山誠組合長をはじめ、13名の出席
者により厳粛に執り行われました。
今回の工事は、柑橘共選場の敷地全体の整備計
画の一環として、選果作業及び柑橘の一時貯蔵と
しての機能を持たせたテントハウスを柑橘共選場
敷地内に建設します。
工事完成、引渡しは11月末の予定です。
設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が
行なっています。

柑橘共選場テントハウス建設工事　安全祈願祭

▲挨拶するJAしみずの石切山組合長

担当　くらし支援部 資産活用課　054-284-9523清水農業協同組合

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ
番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放
送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。
　令和6年度の第4回目（8月17日）の放送では、タレントの村上
佳菜子さんと北村花絵アナウンサーが磐田市と袋井市から「に
こまる」を紹介しました。西部地区産の「にこまる」は令和5年
産の食味ランキングで6年連続の最高評価「特A」を獲得したブ
ランド米です。
　番組では、JA遠州中央の生産者、鈴木康功さんと菊池直樹さ
んがビデオメッセージで出演し、「にこまる」の美味しさをPR
しました。

資産活用課からのお知らせ資産活用課からのお知らせ
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JAや取引先の皆様に推進などでお伺いしている本会職員を紹介します。

職 員員 紹 介介

趣味・特技
趣味は運動です。4月に鎖骨を骨折しその後運動を
控えていましたが、徐々に治ってきたため、リハビ
リとして週 2回体を動かしています。今後は健康
第一で運動を続けていけたらと思います。

担当業務
主に野菜の業務を担当しています。まだ担当する野
菜は決まっていませんが、一部の野菜実績の作成や
生育状況の調査、目揃え会や担当者会議など様々な
会議に同席し、野菜の知識を勉強させていただいて
います。

コメント
入会してから半年が経ちました。ジョブコーチの中
野係長と様々な業務に携わらせていただいています
が、知識や理解が乏しい部分が多々あるため、疑問
に思ったことは随時聞いて覚えていきたいと思いま
す。

趣味・特技
ディズニーのパレードやショーを見ることが大好き
で、学生時代は 2ヶ月に１回はディズニーに行き
夢の国を満喫していました。また、小中高と新体操
をしていたため体の柔らかさには自信があります。

担当業務
主に乳牛と肉牛を担当しています。乳牛では酪農巡
回や酪農ヘルパーの事務局、肉牛では除角や登録等
の作業や静岡そだち認定農場の会の事務局運営等を
行っています。

コメント
大学付属の畜産農場で１年間実習生として畜産を経
験したことがきっかけで牛が大好きになり、大学で
も畜産を学びました。まだまだ未熟ではありますが、
農家さんに信頼され頼られる存在になれるよう精一
杯頑張ります。

畜産部　経済連畜産センター

古
ふ る や

谷 佳
か こ

子

中東部支所　中部みかん
園芸課

中
なかむら

村 優
ゆ う た

太
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JA静
岡
経
済
連
経
済
連
情
報

担当：営業部 流通開発課（TEL：054-284-9728）
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